ＣＥ分科会　各位

2013年 6月 4日

奈良橋　記

化学工学会ＳＩＳ部会

コストエンジニアリング分科会(関西分科会)議事録

１．日時　　2013(H25)年6月 4日(火) 15：00～17：30

２．場所　　クボタ 本社 阪神事務所3号館1号会議室
３．出席者（順不同）大石、岡本、福井、鹿子島、清水、平井、藤井、奈良橋
４．報告・議題

（1） 藤井氏　自己紹介

・  日立造船　環境・エネルギー・プラント事業本部　技術部　課長代理

Cost Engineering Dpt  にて主にごみ焼却、リサイクルの建設・運営・コスト管理を取りまとめている。　　日立造船の法人会員として参加。
・　全員自己紹介
（2） 第45回秋季大会(於：岡山大学)について

・　発表予定者は５名（岡本、大石、福井、鹿子島、奈良橋）

大会は9月16日～18日であるが、当シンポジュウムは17日に行う。

時間は　10:20～12:00　⇒　再度確認を願います。詳細は合宿時

（3） 年鑑執筆

　・　文案確認。

（4） CE分科会規約案について　⇒　問題点は、次回合宿で検討結論を出す。

· 第２条：「スキル向上」⇒個人ベースではなく、社会に対する貢献等の文字必要では？

· 第３条：２）、３）誤字。　４）の文章を再検討する。
· 第６条：今、会計監査は誰か？　⇒次回までに幹事が確認。

· 第１１条：分科会事務局　⇒　分科会（会計）では？

　　　　　  ：「主として活動する」⇒削除

　　　　　　：法人賛助会員のメリットは明記しないのか

· 第４条：２）と第１１条２）との整合性は？

· 第１０条：「会費外会計」を明記するのか⇒　他の部会プラントオペレーションなど　　

はどうしている？

（5） 関東分科会
· ７月３日15:00～　三井造船　幕張２８階で第１回開催予定。
· 出席者は　三井造船グループより４名、クボタグループより４名、川崎重工より２～３名、テプロスエンジの原さん　　他　　約　１２～１４名
· 趣旨説明、参加者紹介、３分間スピーチ、学習会など。

· 東西が別方向とならぬよう取り決める必要。　規約にも織り込むのか。⇒　現状、まず立ち上げることで精一杯。
（6） 齋藤先生からのお礼状
　・　説明のみ。
（７） ３分間スピーチ
・　（大石）今までは生産会社が日本を引っ張ってきたが、これからは「鉄鋼・化学」といった基礎産業が引っ張っていく。　プロセス重視の産業構造への転換。
· （岡本）「日本版コストエンジニアリング」を今後も普及していく。

· （清水）物流を担当している。　①円安株高といっても産業空洞化は止まらない。

プレス機械の物流から解説。　　②震災復興、今はテトラポット、護岸、マリコン⇒道路や橋梁へ。⇒建築への展開。　③除染ビジネス。　震災復興の焼却炉は解体へ。

　・　（鹿子島）①技術伝承、集約と継承、資料の保管方法の問題。　②高濃度塩類を含む廃水処理にトラブル。　③初歩の化学工学を現場に講義予定。
　・　（福井）日本の産業構造が変わってきている。　一からすべてを日本で作る時代は終わった。世界的ネットワークを組んだ生産活動が重要。　日本の製造業が過去のように復興するのは難しい。

　・　（平井）中国電力火力発電１系列６基のガスタービンをＧＥ・東芝Ｇに逸注。　　　　約９４０億円の商談。今後は日立との合弁で事業推進。　市場は、×ヨーロッパ、　×シェールガスの米国　×危険な中東。　　⇒アジア、アフリカの市場が拡大期。三菱は、アフリカに強い日立とタッグを。　世界人口の１／５はアフリカ人。

　・　（藤井）地方自治体のごみ焼却予算は横ばいだが、今の入札は総合評価式。４０％が価格点、６０％が非価格の技術提案点だが、高価な技術提案をしないと受注できない。　結局コスト。
　・　（奈良橋）国土交通省　Ｈ２５年５月７日付け通達「都道府県における公共工事設計労務単価の引き上げ等について」から①官により資本主義市場原理が崩せるか。

　　　　②価格上昇の可能性。について報告。
　次回は　８月　２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

